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Ⅰ．研修開講の趣旨

１．岐阜ハートセンターの特色と理念
医療法人澄心会岐阜ハートセンター（以下当院）

の所在地である岐阜圏域には，200 床以上の病床数
を有する病院が 13 病院あり，医療政策である 5 疾
病（がん，心筋梗塞，脳卒中，糖尿病，精神疾患）
の治療及び，5 事業（救急医療，災害医療，へき地
医療，周産期医療，小児医療）を担う医療機関が多
数存在する．当院は岐阜市南西部に位置し，医療政
策 5 疾病のうち心筋梗塞の治療を担っている．高度
急性期病院として，循環器医療に特化した専門性の
高い医療の提供を目指している．

当院の理念は 4 つの「S」である．
「Safety（安全）」医療安全が文化として根づくよ

う努めること．
「Spirit（こころ）」こころ温まる医療をめざし接
遇に努めること．

「Specialty & Science（専門技術と科学）」心臓疾
患専門病院として確かな技術の提供に努め，日進
月歩の医学の発展に貢献できるように努めるこ
と．

「System（体制）」24 時間 365 日，絶対にお断り
しない体制の整備に努めること．
当院ではこの理念のもと，「目の前の患者様を大

切に」そして「常に考える」の二つを合言葉に医療
を提供している．高い専門性を意識するなかで，患
者と家族の気持ちに寄り添い，医療を受ける側に
立って，常に考えることを重要視している．

要　　　旨
岐阜ハートセンターでは，看護教育と医師のタスクシフティングを目的として，特定行為研修を開講した．

医師の視点で『診る』，看護師の視点で『看る』ことができる，特定行為実践看護師を育成することを目指して
いる．
2018 年 10 月に，特定行為研修管理委員会が設立され活動を開始し，循環器専門病院における看護師の呼吸

管理を強化する為，『クリティカルケア領域呼吸管理コース』を開講した．2019 年 10 月から，講義・演習・実
技試験 / 修了試験・実習をおこない，研修を通じて医師の視点や思考を学び，2020 年 9 月に 1 期生 3 名が誕生
した．
医療が病院完結型から地域完結型へとパラダイムシフトしており，暮らしの場で療養できる体制を補完する

為，2020 年 10 月から『創傷管理関連コース』と『栄養及び水分管理関連コース』を開講し研修を開始している．
既存の看護像に縛られず，患者の健康を最優先に願い看護できる人財をこれからも育成していく．
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２．特定行為研修の目標
特定行為研修とは，看護師が手順書により 21 区

分 38 行為の特定行為（表 1）をおこなう場合に特
に必要とされる実践的な理解力，思考力及び判断力
並びに高度かつ専門的な知識及び技能の向上を図る
ための研修である．当院は高度急性期病院であり，
看護師は刻々と変化する患者の病状を正しくとら
え，大きな変化となる前に早期に看護介入し患者を
回復に導く役割を担っている．特定行為研修は，医
療知識のみでなく実践的な理解力，思考力及び判断
力を身につけることができ，看護師が患者を早期回

復に導くための技術を得ることができる．また，24
時間 365 日絶対に断らない体制が当院の理念であ
り，看護師が役割を拡大することで医師のタスクシ
フティングができ，断らない体制の補完に繋がる．
その為，当院は特定行為研修を始めることとした．

当院は，単に特定行為を実施する者としてではな
く，医師の視点で『診る』，看護師の視点で『看る』
ことができ，患者の立場で常に考える事のできる，
特定行為実践看護師を育成することを目指してい
る．

表１　特定行為区分と行為
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Ⅱ．研修の経緯

2018 年 10 月に看護部長の号令のもと，特定行為
研修管理委員会（以下委員会）が設立されキックオ
フミーティングを開催した．委員会のメンバーは，
当院の医師，看護師，事務員等と外部委員の公益社
団法人岐阜県看護協会協会長で構成されている（表
2）．当院の特定行為研修の歩みは，研修準備期・1
期生研修期・2 期生受入れ準備及び研修期の 3 期に
大別できる（図 1）．各期に分けて，それぞれの活
動内容について報告する．

１．研修準備期
1）情報収集

特定行為に係る看護師の研修制度は 2015 年 10
月に施行された新しい制度であった為，特定行為
研修を開始するにあたり，まずは情報を集める所
からスタートした．次世代病院管理のあり方に関
する研究会（S-QUE 研究会）の担当者に相談し，
指定研修機関認定に向けたスケジュールを立案し

た．また，すでに特定行為研修を実施している済
生会横浜市東部病院看護師特定行為研修室室長

（当時）金井誠氏を訪ね，指定研修機関認定に向
けたプロセス等の教授を受けた．
2）研修の質向上のための準備

滋賀医科大学が開催した特定行為研修指導者講
習会に委員会コアメンバーが参加し，効果的な指
導方法や偏りが出にくい評価方法等について学習
を深めた．また，岐阜県看護協会が主催した特定
行為研修制度に関するセミナーや，演習に使用す
るシミュレーターを効果的に活用するための研修
に参加し，特定行為研修の質向上に努めた．特定
行為研修制度に関するセミナーには，病院長も参
加し病院全体で，指定研修機関認定に向けて取り
組んだ．
3）指定研修機関申請

東海北陸厚生局へ当院の方針を伝え，担当者と
2 人 3 脚で申請に向け準備を進めた．指定研修機
関となる事は，いわば病院の中に学校を設立する
ようなイメージであり，どのような看護師を育成

表２　特定行為研修管理委員会の構成員

図１．岐阜ハートセンター特定行為研修の経緯
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したいか等委員会のメンバーで議論を重ねた．特
に 21 区分 38 行為ある特定行為の何を選択するか
に関しては，当然ではあるが研修内容を大きく左
右する事項であり，多くの時間を費やした．
4）特定行為区分の選択（第 1期）

当院では，急性心筋梗塞や心不全などの循環器
疾患の患者が多くの割合を占めている．循環と呼
吸は，表裏一体の関係にあり，循環器疾患を治療
していく上で呼吸管理は必要不可欠である．また，
心臓血管外科手術は全身麻酔下でおこなわれるた
め患者は人工呼吸器の装着を余儀なくされるが，
術後の早期回復の為には，人工呼吸器からの早期
離脱が重要である．

人工呼吸器は，患者の呼吸を代用し生命維持に
大きく貢献する一方で，人工呼吸器関連肺障害に
代表される通り，装着している事自体による合併
症が問題となる．合併症を回避する為には，変化
する呼吸状態や鎮静深度に応じた管理を実施する
事が必要で，患者の変化に最初に気付く事の出来
る職種は，ベッドサイドにいる看護師だと考える．
そのような考えから，看護師が現在おこなってい
る呼吸管理をさらに深め，医師に近い知識や技術
をもって根拠に基づいたアセスメントができるよ
うになること，あわせて患者に寄り添うことがで
きる看護師を育成したいと考えた．

その為当院では，呼吸器（気道確保に係るもの）
関連，呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連の

特定行為区分を選択した．また，呼吸器管理を実
践する上で動脈血液ガス分析関連は必須となるた
めこれらの 3 区分を『クリティカルケア領域呼吸
管理コース』とし研修を開始した．受講生の選考
は，書類審査，小論文，面接の内容でおこなった．
岐阜県看護協会会長（当時）石山光枝氏を含む，
委員会メンバーで審査をおこなった．

２．1期生研修期
2019 年 10 月に，3 名の受講生を迎え開講式を執

りおこなった（写真 1）．当院では，臨床で仕事を
しながら受講しやすいように，開始時期を新年度
が始まる 4 月ではなく，10 月とし 1 年で修了する
プログラムとした．10 月から 3 月までの 6 か月間
で 6 科目の共通科目，4 月から 9 月までの 6 か月間
で区分別科目を学ぶ（図 2）．共通科目の研修方法

図２．2019年特定行為研修 進度表

写真１　１期生 開講式
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は，講義・演習・修了試験，区分別科目の研修方
法は，講義・演習・実技試験（OSCE ：Objective 
Structured Clinical Examination）/ 修了試験・実
習である．シラバスを作成し，それらの詳細を示し
た．特定行為区分「呼吸器（人工呼吸療法に係るも
の）関連」のシラバスを示す（表 3）．
1）講義

全日本病院協会及び S-QUE 研究会が開発した
e ラーニングを活用した．e ラーニングを選択し
た理由は，以下の通りである．
①時間と場所に制約がないため，各受講生それぞ

れがスケジュールをたてて受講が可能である．
②映像の一時停止・繰り返し視聴可能なため，受

講生の時間の都合や理解度に合わせて受講・再
受講が可能である．

③ 9 割以上視聴しないと講義確認テストが表示さ
れないため，省令上の学ぶべき時間の遵守及び
学習の質が担保される．
e- ラーニングは，講義室に設置されたパーソナ

ルコンピュータ（以下 PC）又は受講者の PC で
受講した．受講者には開講時のオリエンテーショ
ンで，使用方法，接続不能時や故障時の対応を説
明し，緊急対応を含め特定行為研修指導者が対応
した．受講者の進捗状況や学習度等は，マネー
ジャー用 PC で把握した．
2）演習

演習では，循環器内科医師，心臓血管外科医師，
麻酔科医師，薬剤師等が各科目を担当し，e- ラー
ニングの内容を踏まえ臨床現場に近い形で演習を
おこなった．それぞれの指導者の知識と経験を踏

まえた趣向を凝らした内容であったため，受講者
にとって医師や薬剤師の思考を学ぶ良い機会と
なった（写真 2）．

また，共通科目の演習の一環として，外部講師
を招いて演習をおこなった．「疾病・臨床病態概論」
である在宅医療の臨床診断・治療の演習は，小笠
原内科・岐阜在宅ケアクリニック小笠原真雄氏に
依頼した．実事例に基づいた演習であり，在宅医
療の重要性を再確認できた．「医療安全学 / 特定
行為実践」の演習は，済生会横浜市東部病院看護
師特定行為研修室室長（当時）金井誠氏に依頼し，
特定行為研修の質を向上させる為のヒントや特定
行為研修修了者の実践を学ぶことができた．当院
の医師や管理職者等も参加し，学びの深い演習と
なった．
3）実技試験 /修了試験

実習に出る前に，シミュレーターを用いた実技
試験をおこなった．評価の質を担保するために，
評価表を用いて複数の指導者が観察評価をおこ
なった．また外部評価者として一宮市立市民病院
救急救命センター長 山口均氏に評価を依頼した．

修了試験は 1 科目修了毎におこない，e- ラーニ
ングを用いて集合で実施した．
4）実習

循環器内科，心臓血管外科，麻酔科の臨床経験
豊富な医師に指導を依頼し，受講生は各特定行為
において 5 症例以上経験をした．実習は単に技術
を経験する事を目的とせず，患者状態の情報収集，
観察結果と評価，臨床判断を必ず指導者に伝え，
経験することとした．また，呼吸器（気道確保に

写真２　１期生 演習風景

　39

岐阜ハートセンター看護師特定行為研修の活動報告



表３　2019年度　岐阜ハートセンター看護師特定行為研修シラバス� （2019年5月作成）
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係るもの）関連，呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）
関連，動脈血液ガス分析関連以外にも，各診療科
での専門的な知識を得る貴重な機会となり，大き
な成長につながった．
5）その他

共通科目・区分別科目の他に，症例報告会及び
組織役割発表会を実施している．

症例報告会は，特定行為研修で学んだ事を活か
し，経験した症例をまとめることで，アセスメン
ト能力を高めることを目指している．受講生は，
症例を深くアセスメントする事で，医師の思考を
学び学習と臨床がつながるようになった．症例報
告をまとめるにあたり，指導医を設定しいつでも
相談できるようにした．

組織役割発表会では，SWOT 分析を用いて所
属組織・所属部署の分析をおこない，自己が目指
す働き方と組織が向かっている目標との調和や，
新たな働き方の提案が出来るようトレーニングし
た．この発表会を通して受講生は，研修修了後の
働き方を所属施設・部署に提案できるようになり，
9 月に特定行為研修第 1 期生 3 名が誕生した．

３．2期生受入れ準備及び研修期
　　（新特定区分選択（第2期）～現在）

医療が病院完結型から地域完結型へとパラダイム
シフトしている中で，疾病や障害があっても地域・
在宅でその人らしく生活できるように，暮らしの場
で療養できる体制が求められている．当院において
も，創傷管理，栄養・水分管理が効果的におこなえ
ず入退院を繰り返し，身体状況が悪化するケースを
度々経験する．その為，創傷管理関連，創部ドレー
ン管理関連の 2 区分より『創傷管理関連コース』を，
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連より『栄養及
び水分管理関連コース』を設置した．心臓手術後の
超急性期から，心不全の増悪予防，末梢血管疾患管
理まで広く学び患者を回復に導く人財の育成を目指
す．また，在宅療養においても看護力を発揮する人
財育成を目指した．現在（2021 年 2 月）2 期生は，
共通科目の真っただ中である（写真 3）．

Ⅲ．今後の展望

中日新聞看護の日特集（2020 年 5 月 9 日）取材

を受けた．その時の新聞のタイトルが『進化する看
護の力で未来の健康を創る』であった．日本の社会
が 2025 年に向けて大きく変化する今，看護もパラ
ダイムシフトする事が求められている．既存の概念
に縛られず，患者の健康を最優先に願い看護が提供
できる人財をこれからも育てていきたい．その為に，
特定行為研修も我々指導者も形を変えながら進化し
ていく事が大切なのではないだろうか．

利益相反
本稿の全ての著者には，論文内容に関し開示すべ

き利益相反の事項はない．

写真３　２期生 演習風景

なごや看護学会誌　vol. 3, No.1, 202142


